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６　月
議　会
定例会
６／４～９

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
全
12
件
で
、

全
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
７
名
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
ま
し
た
。

一般会計補正予算（第２次）
４，６８５万円の追加補正

令和３年度一般会計補正予算（第２次）の主な内容は、山村地域における
地域資源を活用して地域経済の活性化を目指す山村活性化対策事業に係る経
費、林道橋の補修事業費などです。また、国民健康保険特別会計では、非常
勤医師によるワクチン接種委託料など１１６万円の追加補正となりました。

〈 補正予算に対する主な質疑 〉

山村活性化対策事業
秦　貞継 議員
問 商品開発（お米の加工品等）の委託内容について

どのように考えているのか？
答 商品開発費用（米アイス、米糠化粧品、地ビール、

ミネラル水、米粉パン、米粉ピザ、雪室貯蔵米等）、
パンフレット作成、ホームページ改修委託料など
を委託する。また委託先については、これまでの
経緯等を考慮しながら検討していく。

林道開設舗装改良等工事（橋りょう補修工事）
秦　貞継 議員
問 林道開設舗装改良等工事について町内業者も入札に

参加できるのか。
答 橋りょう補修工事に関わる講習会を実施し、請負可

能な事業者の増加を目指して取り組んでいる。また
入札条件としては、一般土木事業入札参加資格を有
する町内業者を条件に指名する方向で想定している。
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〈 議案における主な質疑 〉

子育てコミュニティ施設条例
小林　雅弘 議員
問 施設利用は町外在住者でも可能になるのか。
答 利用者については町内外問わずに利用していただけるようにしたい。
問 愛称等の募集について実施するのか。
答 こども園の保護者等に対して愛称の募集をしていく。

国民健康保険税条例の一部改正
多賀　剛 議員
問 運営基金の今後のあり方についての考えは。
答 令和11年度に県保険料率の統一が図られる

ことが示され、段階的に対応が進められて
いく。保険料率統一後の基金は、そのまま
維持しながら継続的に減税財源として活用
していきたい。

国民健康保険補正予算（２次）
多賀　剛 議員
問 非常勤医師による新型コロナワクチン

接種の業務委託料について期間はいつ
までを想定しているのか。

答 全てのワクチン接種希望者が２回目の
ワクチン接種終了まで関わっていただ
くため年度内を想定して予算計上した。

秦　貞継 議員
問 今後の施設運営について学びや安全管理についてどのように考えているのか。
答 指定管理等も検討しながら、各課連携して運営については検討していく。学びについては、

遊具や絵本など環境面の整備のほか、様々な機会等も設けながら対応していく。施設の安全
管理については、町が担っていきつつ、利用ルール等で保護者の方にも、それぞれのお子さ
んについては、見ていただくように示していく。

議会案を提出　議会会議規則の一部改正
議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活

動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介護など議員と
して活動するにあたっての諸要因に配慮するため、育児、介護な
ど議会への欠席事由を整備するとともに、出産については母性保
護の観点から出産に係る産前・産後の欠席期間を規定するもの。
また請願者の利便性の向上のため、議会への請願手続きについて
請願者に一律求めていた押印の義務付けを見直し、署名または記
名押印に改めるものとする。
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６月定例会 審議議案と結果

上程議案・概要 結果

専決処分の承認

西会津町税条例の一部を改正する条例 承認（全会一致）

西会津町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に係る基準を定める条例の一部を改正する条例 承認（全会一致）

西会津町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

承認（全会一致）

西会津町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

承認（全会一致）

西会津町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

承認（全会一致）

令和２年度西会津町一般会計補正予算（１５次） 承認（全会一致）

条例の制定

西会津町子育てコミュニティ施設条例 可決（全会一致）

条例の一部改正

西会津町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

西会津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決（全会一致）

令和３年度 補正予算

一般会計補正予算（第２次）４,６８５万８,０００円増額 可決（全会一致）

国民健康保険特別会計補正予算（第２次）
　診療施設勘定 １１６万６,０００円増額

可決（全会一致）

その他

財産の取得（除雪ドーザ）
　【取得金額】２,６１８万円 【取得相手方】コマツ福島株式会社 会津支店

可決（全会一致）

西会津町議会会議規則の一部を改正する規則 可決（全会一致）

請願・陳情

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見
書」の提出を求める請願書

採択

観光標識の案内板設置に関する陳情書 継続審議

報告

令和２年度西会津町繰越明許費繰越計算書

令和２年度西会津町公営企業会計予算繰越計算書

喜多方地方土地開発公社に係る経営状況

株式会社西会津町振興公社に係る経営状況
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一
般
質
問
は
６
月
７
日
か
ら
８
日
ま
で
の
２
日
間
で
行
い
、

議
員
７
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
お
よ
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一

問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の

時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○青木照夫議員（６ページ）
　①森林環境整備について
○荒海正人議員（７ページ）
　①ふるさと応援寄附金を発端とする地

場産品のブランド化、町のイメージ
戦略について

　②認定こども園の今後の運営及び保育
内容について

○小林雅弘議員（８ページ）
　①新型コロナウイルス感染症対策につ

いて
　②デジタル戦略について
○三留正義議員（９ページ）
　①NT Tドコモとの連携・協力に関する

協定について
○上野恵美子議員（10ページ）
　①中心エリア整備構想策定事業について
　②高齢者の在宅支援について

○猪俣常三議員（11ページ）
　①銚子の口周辺の整備について
　②滝坂地内の地滑りについて
○多賀剛議員（12ページ）
　①コロナ禍における移住（Iターン・U

ターン）施策について
　②アフターコロナを見据えたイベント・

行事・式典・会議等のあり方について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う
ここが聞きたい　７人が登壇

質
問
順
序

・
上
野　

恵
美
子 

議
員

・
小
林　

雅
弘 

議
員

・
荒
海　

正
人 

議
員

・
三
留　

正
義 

議
員

・
猪
俣　

常
三 

議
員

・
多
賀　

剛 

議
員

・
青
木　

照
夫 

議
員
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問
森
林
を
長
年
放
置

し
、
人
の
出
入
り

が
な
く
な
っ
た
結
果
、
山

が
荒
れ
果
て
野
生
鳥
獣
の

生
態
系
が
変
化
し
て
い

る
。
当
町
の
森
林
の
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。答

町
長

全
国
的
な
傾
向
と

し
て
森
林
の
管
理
が
適
正

に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
人

の
生
活
域
に
鳥
獣
が
頻
繁

に
出
没
し
、
被
害
が
増
加

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
同
様
の

傾
向
が
あ
る
。
国
は
、
森

林
所
有
者
の
管
理
責
任
を

明
確
化
し
、
管
理
で
き
な

い
森
林
は
市
町
村
へ
管
理

委
託
で
き
る
「
森
林
経
営

管
理
制
度
」
を
創
設
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
で
は
、
ま

ず
奥
川
杉
山
地
区
で
意
向

調
査
を
開
始
し
た
。
今
後

は
他
の
地
区
に
お
い
て
も

意
向
調
査
を
進
め
、
必
要

な
路
網
整
備
と
適
正
な
管

理
、
有
効
利
用
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

答  野生鳥獣の抑制に繋げる
問  森林環境整備の必要性は

森林整備

問
県
と
林
野
庁
は
シ

イ
タ
ケ
原
木
再
生

に
向
け
た
「
里
山
・
広
葉

樹
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
始
動
し
た
。
本
年
度
中

に
シ
イ
タ
ケ
原
木
再
生
計

画
を
策
定
す
る
と
あ
る
が
、

町
は
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
原
発
事
故
に
伴
う

放
射
性
物
質
の
影
響
で
、

活
用
で
き
な
い
き
の
こ
の

原
木
林
の
再
生
を
図
る
た

め
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
町

と
し
て
は
「
里
山
・
広
葉

樹
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
の
地
域
ご
と
の
再

生
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
今

後
も
町
森
林
組
合
と
連
携

し
て
、
き
の
こ
原
木
林
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
さ
ら
に
令
和
元
年
度

か
ら
交
付
が
開
始
さ
れ
た

国
の
森
林
環
境
譲
与
税
や

県
の
森
林
環
境
交
付
金
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

森
林
の
適
切
な
管
理
と
整

備
を
進
め
る
。

今後の森林環境整備や活用方法は

問
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
は
、

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現

と
し
て
、
会
津
で
は
グ
リ

ー
ン
発
電
会
津
が
始
動
し

て
い
る
が
、
他
に
も
会
津

管
内
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
動
き
が
あ
る
。
森
林
活

用
は
人
の
出
入
り
す
る
こ

と
で
野
生
鳥
獣
の
出
没
の

抑
制
に
も
な
る
。
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
考
え
は
な
い
か
。

答
農
林
振
興
課
長

令
和
２
年
度
は
、

ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
を
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
燃
料

と
し
て
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

な
ど
の
広
葉
樹
は
、
製
紙

用
チ
ッ
プ
と
し
て
供
給
し

て
い
る
。
ま
た
、
集
落
周

辺
の
緩
衝
帯
整
備
も
計
画

的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
野
生
鳥
獣
の
出
没

抑
制
が
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
さ
ら
に
取
り
組

み
を
継
続
・
強
化
し
て
い

く
。答

町
長

本
町
で
の
（
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
）
事
業
化

は
、
現
在
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。

問
高
齢
化
が
進
み
、

林
業
を
守
る
に
は

担
い
手
が
必
要
で
あ
る
。

県
内
で
は
、
大
卒
の
若
い

女
性
が
、
森
林
の
持
つ
環

境
に
関
心
を
抱
き
林
業
に

従
事
し
て
い
る
。
当
町
も

若
い
人
材
を
育
成
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
農
林
振
興
課
長

県
は
、
来
年
４
月

か
ら
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

ふ
く
し
ま
」
を
設
置
し
、

１
年
間
の
長
期
研
修
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
町
独
自
で
の
研
修
機

関
の
設
置
は
困
難
と
考
え

る
が
、「
林
業
ア
カ
デ
ミ

ー
ふ
く
し
ま
」
や
「
緑
の

雇
用
制
度
」
を
活
用
し
て

担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

青木　照夫 議員



7 議会だよりにしあいづ／令和３年７月／154号

こども園内のようす

荒海　正人 議員

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

の
寄
附
額
が
大
幅
に
増
額

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
さ
ら
な
る
寄
附
額
増
加

を
目
指
す
と
と
も
に
町
内

の
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

戦
略
に
つ
い
て
前
進
さ
せ

て
い
く
べ
き
と
考
え
、
次

の
内
容
を
伺
う
。

問
課
な
ど
を
超
え
た

事
業
連
携
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
？

答
企
画
情
報
課
長

本
年
度
よ
り
、
特

色
あ
る
地
域
資
源
を
再
評

価
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
利

用
す
る
た
め
ソ
フ
ト
活
動

に
対
し
国
が
支
援
を
行
う

「
山
村
活
性
化
対
策
事
業
」

に
取
り
組
む
。
事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
各

課
の
ほ
か
、
町
振
興
公
社

や
生
産
者
団
体
、
飲
食
店

等
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
。問

ブ
ラ
ン
ド
化
に
む

け
て
、
生
産
者
等

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
く
の
か
？

答
農
林
振
興
課
長

今
回
の
山
村
活
性

化
対
策
事
業
に
お
い
て

は
、「
米
」
に
関
連
し
た

商
品
開
発
や
販
売
体
制
の

強
化
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

生
産
者
や
関
係
す
る
事
業

者
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

て
き
た
。
今
後
、
事
業
を

進
め
る
中
で
も
、
目
指
す

べ
き
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
も
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
方
向
性
を
共
有

し
て
い
く
。

問
町
の
イ
メ
ー
ジ
戦

略
を
考
え
る
上

で
、
今
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
等
を
結
び
つ
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
の
見
解
は
？

答
企
画
情
報
課
長

イ
メ
ー
ジ
戦
略
に

つ
い
て
は
、
戦
略
的
・
効

果
的
に
情
報
発
信
す
る
上

で
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
更
に
町
の
認
識

度
を
高
め
、
本
町
を
想

起
・
定
着
さ
せ
る
た
め
に

情
報
発
信
の
統
一
的
な
運

用
を
検
討
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
化

問 
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
は

答 

今
年
度
は「
山
村
活
性
化
対
策
事
業
」を
実
施

答  新しい視点や発想を活かした活動を行う
問  今後の運営及び保育内容

認定こども園

　

昨
今
、
児
童
数
の
減
少

や
核
家
族
化
が
進
む
中
、

子
育
て
に
お
け
る
認
定
こ

ど
も
園
の
役
割
が
大
き
く

な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
今

後
の
運
営
及
び
保
育
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

問
幼
児
教
育
・
保
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

役
割
は
？

答
福
祉
介
護
課
長

幼
児
教
育
・
保
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
と

し
て
は
就
学
前
の
児
童
へ

の
教
育
、
子
育
て
家
庭
へ

の
相
談
・
支
援
、
保
育
現

場
で
の
助
言
・
指
導
な
ど
、

こ
ど
も
園
の
体

制
強
化
と
家
庭

教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
に
今

年
度
よ
り
、
こ

ど
も
園
に
新
た

に
配
置
し
た
。

問
関
係
者

同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め

る
取
り
組
み

は
？

答
福
祉
介
護
課
長

今
年
度
か
ら
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
コ

ド
モ
ン
」
を
導
入
し
、
こ

ど
も
園
か
ら
の
お
便
り
を

始
め
、
感
染
症
情
報
や
こ

ど
も
園
で
の
様
子
な
ど
を

発
信
し
、
保
護
者
と
の
情

報
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
保
護
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
も
の
の
保
護
者

会
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。
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問
複
数
の
陽
性
者
が

確
認
さ
れ
た
老
健

「
憩
い
の
森
」
で
の
問
題
点

は
何
か
。
対
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

利
用
者
等
の
出
入

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施

設
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の
持

ち
込
み
を
完
全
に
防
止
す

る
こ
と
は
困
難
。
対
策
と

し
て
、
施
設
内
の
ゾ
ー
ン

ニ
ン
グ
、
防
護
服
に
よ
る

介
助
、
利
用
者
・
関
係
職

員
全
員
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
な
ど
の
対
策
を
お

こ
な
い
、
施
設
内
ク
ラ
ス

タ
ー
の
防
止
に
努
め
た
。

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
の
８
項
目
の
質
問
へ
の

答
弁
要
旨
）
町
長

① 

医
療
関
係
者
の
接
種
は

５
月
31
日
に
完
了
。

② 

高
齢
者
施
設
入
所
者
、

施
設
従
事
者
の
接
種

は
、
６
月
11
日
完
了
予

定
。

③ 

高
齢
者
へ
の
接
種
は
、

７
月
末
に
完
了
見
込
み
。

④ 

一
般
成
人
の
接
種
に
つ

い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド

答  重篤な副反応の事例はない
問  ワクチン接種での副反応は

新型コロナウイルス感染症対策

ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。
こ

ど
も
園
や
学
校
関
係
者

な
ど
へ
の
優
先
接
種
に

つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
等
で
発
生
す
る
ワ
ク

チ
ン
を
活
用
す
る
。

⑤ 

キ
ャ
ン
セ
ル
発
生
時
の

ワ
ク
チ
ン
は
、
業
務
継

続
性
の
必
要
性
の
高
い

職
業
の
方
へ
活
用
す

る
。

⑥ 

重
篤
な
副
反
応
は
起
こ

っ
た
事
例
は
な
い
。

⑦ 

時
間
外
労
働
、
80
時
間

を
超
え
た
職
員
は
い
な

い
。

⑧ 
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
大
き

な
課
題
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
戦
略

問 

町
独
自
の
戦
略
の
基
本
的
考
え
は

答 

町
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

　

質
問
の
前
に
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
戦
略
が
、「
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

の
可
能
性
」「
地
方
自
治

が
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
」

と
い
う
２
つ
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
上
で
、
西
会
津

町
の
「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
」

に
つ
い
て
質
し
た
。

問
こ
の
町
独
自
の
戦

略
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
が
あ
れ
ば
。

答
町
長

新
た
な
視
点
や
発

想
で
、
新
た
な
施
策
や
事

業
を
創
出
し
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え

に
据
え
て
い
る
。

問
会
津
地
方
デ
ジ
タ

ル
変
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の

関
係
は
。

答
企
画
情
報
課
長

今
年
度
は
、
住
民

基
本
台
帳
な
ど
各
市
町
村

に
共
通
す
る
業
務
の
標
準

化
の
検
討
作
業
を
進
め
て

い
く
。

問
令
和
２
年
度
の
先

行
事
業
の
到
達
点

と
、
令
和
３
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
企
画
情
報
課
長

「
有
害
鳥
獣
捕
獲

に
お
け
る
情
報
集
積
連
携
」

に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
町
民
か
ら

の
目
撃
情
報
を
集
約
し
、

捕
獲
効
果
を
高
め
て
い
く
。

　
「
多
拠
点
居
住
・
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
の
推
進
で
は
、

多
拠
点
居
住
の
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
（
株
）
ア
ド
レ

ス
と
連
携
し
、
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
増
加
、
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
る
。
令
和

３
年
で
は
、「
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
導
入
に
向
け
た

予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

「
町
民
参
加
型
合
意
形
成
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
・
運

営
」
を
目
指
し
て
い
く
。

問
国
の
「
デ
ジ
タ
ル

戦
略
」
で
は
、
町

独
自
の
施
策
等
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
企
画
情
報
課
長

各
自
治
体
の
施
策

の
独
自
性
に
つ
い
て
は
担

保
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
格
差
対

策
に
つ
い
て
。

答
町
長

デ
ジ
タ
ル
教
室
の

開
催
、
デ
ジ
タ
ル
「
よ
ろ

ず
相
談
」
等
で
格
差
解
消

に
努
め
る
。

ワクチン接種の様子

小林　雅弘 議員
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一
般
質
問

9

問
町
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
な
さ

れ
た
中
で
、
去
る
５
月
24

日
に
「
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
と
の
連
携
・
協
力

に
関
す
る
協
定
の
締
結
」

を
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
協
定
の

目
的
、
連
携
・
協
力
の
具

体
的
内
容
等
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
町
長

町
で
は
、
令
和
元

年
度
よ
り
、
農
山
漁
村
振

興
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
通
信
機
能
が
付
い
た

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る

有
害
鳥
獣
対
策
を
は
じ

め
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習

会
・
栽
培
指
導
な
ど
の
実

証
事
業
に
お
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
と
の
連
携
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

協
定
の
目
的
は
、
両
者

が
連
携
・
協
力
し
、
デ
ジ

タ
ル
戦
略
を
推
進
し
、
地

域
課
題
の
解
決
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
西
会
津
町
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。問

町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
位
置
付
け

は
。答

企
画
情
報
課
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
光
ケ
ー
ブ
ル
網
）
を
基

盤
と
し
て
進
め
て
い
く
。

問
他
の
通
信
業
者
と

町
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
つ
い
て

問 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
の
目
的
は

答 

デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
推
進
し
持
続
可
能
な
西
会
津
町
を
実
現
す
る

ＮＴＴとの連携で地域課題の解決や
行政サービスの向上に繋がるか

通信機能が付いたセンサーカメラ

センサーカメラに映ったイノシシの映像

の
協
力
関
係
の
可
能
性
も

あ
る
の
か
。

答
企
画
情
報
課
長

町
の
求
め
る
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
共
有
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
他
の
会
社
等
と

も
協
力
関
係
を
結
ぶ
可
能

性
は
あ
る
。
独
占
的
な
も

の
で
は
な
い
。

三留　正義 議員
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一
般
質
問

10

問
中
心
エ
リ
ア
整
備

構
想
の
基
本
的
な

考
え
は
。

答
町
長

人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
町
を
取

り
巻
く
情
勢
が
変
わ
る

中
、
町
の
中
心
部
で
あ
る

野
沢
地
区
に
お
い
て
も
担

い
手
不
足
や
空
き
家
・
空

き
店
舗
の
増
加
、
賑
わ
い

が
失
わ
れ
る
な
ど
懸
念
さ

れ
る
状
況
に
あ
る
。
そ
の

た
め
、
町
民
が
将
来
も
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
野
沢

地
区
を
中
心
に
、
子
育

て
・
学
校
教
育
拠
点
施
設

が
集
中
す
る
森
野
地
区
、

さ
ゆ
り
公
園
・
福
祉
施
設

周
辺
を
加
え
た
区
域
を
体

系
的
に
取
り
ま
と
め
る
構

想
を
策
定
す
る
。
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
既
存
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
商
店

街
の
活
性
化
や
子
育
て
支

援
、
観
光
誘
客
な
ど
新
た

な
視
点
で
中
心
エ
リ
ア
内

に
町
内
外
の
人
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

移
住
・
定
住
の
一
層
の
促

進
を
図
る
。

問
「
ま
ち
な
か
再
生

拠
点
施
設
」
の
使

用
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
商
工
観
光
課
長

こ
の
施
設
は
、
野

沢
の
中
心
街
に
賑
わ
い
を

創
出
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

旧
野
口
燃
料
を
改
修
し
、

ま
ち
な
か
再
生
の
拠
点
と

し
て
整
備
し
た
。
本
年
４

月
よ
り
利
用
を
開
始
し
、

現
在
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期

間
で
あ
る
。
今
後
は
、
周

辺
の
商
店
街
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
施
設
の
愛
称
の
募

集
も
行
い
な
が
ら
、
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
施
設
と
す
る
。
本
格
オ

ー
プ
ン
は
２
階
部
分
に
テ

レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
す
る
工
事
が
完
了
す
る

今
年
秋
を
予
定
し
て
い

る
。

答  安心して暮らし続けられるまちづくり
問  基本的な考えは

中心エリア整備構想策定事業

問
「
特
別
障
害
者
手

当
」
の
申
請
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。答

福
祉
介
護
課
長

「
精
神
ま
た
は
身

体
に
著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

あ
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

人
」
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
本
町
で
は
障
害
者
手

帳
又
は
養
育
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
４
名
が
、
受
給

し
て
い
る
。
今
後
は
、
障

害
者
手
帳
や
養
育
手
帳
を

所
持
し
て
い
な
く
て
も
重

度
の
要
介
護
者
は
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

広
く
制
度
の
周
知
を
図

る
。

問
「
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
の
活
用
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。答

福
祉
介
護
課
長

平
成
６
年
か
ら
寝

た
き
り
高
齢
者
等
と
同
居

し
、
日
常
介
護
し
て
い
る

介
護
者
の
身
体
的
・
精
神

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
「
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
現
在

の
サ
ー
ビ
ス
活
用
状
況

は
、
令
和
２
年
度
の
実
績

で
25
名
の
要
介
護
等
高
齢

者
と
、
23
名
の
介
護
者

が
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
利
用
し
て
い

る
。
今
後
も
利
用
者
の
意

見
や
要
望
を
聞
き
取
り
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
事
業

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。

町で配布したチラシ

高
齢
者
の
在
宅
支
援
政
策

問 

高
齢
者
の
在
宅
支
援
の
強
化
は

答 

支
援
制
度
の
周
知
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

上野恵美子 議員
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一
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地滑り地域の現状

問
新
た
に
国
定
公
園

と
な
る
只
見
川
下

流
部
～
阿
賀
川
の
周
辺
地

域
の
中
に
、
銚
子
の
口
は

含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

編
入
さ
れ
る
区
域

に
は
、
本
町
の
「
銚
子
の

口
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

問
銚
子
の
口
の
周
辺

の
整
備
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

県
が
作
成
し
た
越

後
三
山
只
見
国
定
公
園
に

お
け
る
公
園
計
画
案
に
よ

る
と
、
阿
賀
川
の
眺
望
を

楽
し
む
園
地
の
整
備
や
、

銚
子
の
口
か
ら
徳
沢
ま
で

の
歩
道
の
整
備
方
針
が
示

さ
れ
て
お
り
、
国
定
公
園

へ
の
編
入
手
続
き
が
完
了

し
た
の
ち
、
県
が
主
体
と

な
り
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問
国
や
県
に
対
し
て

財
源
の
確
保
の
要

望
等
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。答

商
工
観
光
課
長

県
が
公
園
計
画
に

基
づ
い
て
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
て
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
な
る
が
、
町
が

行
う
単
独
事
業
に
つ
い
て

も
、
国
や
県
の
補
助
金
対

象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
、
町
と
し
て
は
、

補
助
事
業
な
ど
有
利
な
財

源
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
。

問
銚
子
の
口
付
近
の

端
村
側
の
天
然
河

岸
が
崩
れ
て
い
る
こ
と

は
、
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

答
商
工
観
光
課
長

阿
賀
川
の
銚
子
の

口
上
流
部
の
左
岸
で
あ

り
、
延
長
60
ｍ
ほ
ど
河
岸

が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

銚
子
の
口
公
園
整
備

問 
財
源
の
確
保
の
要
望
等
の
町
の
考
え
は

答 
補
助
事
業
な
ど
有
利
な
財
源
を
活
用

国定公園となる銚子の口

問
国
の
直
轄
事
業
に

て
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
町
で
は
事
業
の
内

容
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
長

事
業
の
概
要
に
つ

い
て
、
滝
坂
地
滑
り
は
、

答  大きな変動はないと考える
問  河川の川幅が狭くなったのでは

滝坂地内の地滑り

新
郷
豊
洲
地
内
の
阿
賀
川

右
岸
に
位
置
し
、
南
北
約

２
・
１
㎞
、
東
西
約
１
・

３
㎞
、
推
定
土
塊
量
約
４

８
０
０
万
㎥
で
日
本
最
大

級
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
箇
所
は
、
昭
和
33
年
度

に
地
滑
り
防
止
区
域
に
指

定
さ
れ
、
県
に
よ
る
地
滑

り
対
策
事
業
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
地
滑
り
活

動
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、

平
成
８
年
度
か
ら
直
轄
事

業
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
地
滑
り
活
動
の
要
因

は
、
融
雪
や

豪
雨
に
伴
う

地
下
水
の
上

昇
が
お
も
な

も
の
で
、
国

で
は
地
下
水

を
排
出
す
る

た
め
の
集
水

井
工
や
、
排

水
ト
ン
ネ
ル

工
、
横
ボ
ー

リ
ン
グ
工
、

水
路
工
等
の

ほ
か
、
動
こ

う
と
す
る
地

面
に
大
き
な
杭
を
打
つ
抑

止
杭
工
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
河
川
の
川
幅
が
狭

く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
が
。

答
建
設
水
道
課
長

現
時
点
で
は
、
大

き
な
変
動
は
な
い
と
考
え

る
。
引
き
続
き
国
で
は
、

地
下
水
の
排
除
、
対
策
施

設
の
整
備
と
監
視
活
動
を

実
施
す
る
。

猪俣　常三 議員
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一
般
質
問
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問
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
、
移

住
・
定
住
施
策
も
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
通
常
と
は
違
っ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
も
考
え
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
。
人
が
密

集
す
る
都
会
か
ら
、
自
然

豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
へ
の

憧
れ
や
、
帰
り
た
く
て
も

帰
れ
な
い
故
郷
へ
の
思
い

は
平
常
時
よ
り
も
増
し
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
本
町
と
し
て
全
く
経

費
負
担
の
な
い
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
制
度
を

利
用
し
て
、
本
町
出
身
の

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を

推
進
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

町
長

「
移
住
・
定
住
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
推
進
し
て
い
る
。
ま

た
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
移
住
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
推
進
に
む
け
た

対
策
で
は
、
各
種
の
修

学
・
就
学
資
金
制
度
の
ほ

か
、
大
学
生
等
へ
の
十
万

円
を
支
給
す
る
「
頑
張
る

学
生
応
援
給
付
金
事
業
」

な
ど
町
内
出
身
の
若
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
策
を
講

じ
て
き
た
。
ま
た
、
本
町

の
更
な
る
魅
力
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活

用
も
Ｕ
タ
ー
ン
施
策
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

答  本町の魅力発信とともに進める
問  積極的なUターン移住施策を

コロナ禍における移住施策

問
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
・
式

典
・
会
議
等
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等

は
多
く
が
中
止
と
な
り
、

式
典
・
会
議
等
は
、
人
数

制
限
や
縮
小
・
リ
モ
ー
ト

で
の
対
応
と
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
２
年
間
に

渡
る
こ
れ
ら
の
対
応
は
、

今
ま
で
の
や
り
方
が
良
か

っ
た
の
か
、
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
の
や
り
方
で
も
良
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
等
い

ろ
い
ろ
な
気
づ
き
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
・
式

典
・
会
議
等
の
あ
り
方
を

再
検
討
す
べ
き
で
な
い

か
。答

商
工
観
光
課
長

イ
ベ
ン
ト
の
再
開

に
向
け
て
は
関
係
機
関
・

団
体
等
と
緊
密
な
連
携
は

継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
し
い
生
活
様
式
も
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

も
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

答
生
涯
学
習
課
長

公
民
館
行
事
等
も

各
種
団
体
と
協
議
し
内
容

の
見
直
し
を
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
・
式
典
・
会
議
等
に
つ
い
て

問 

行
事
等
の
あ
り
方
検
討
す
べ
き

答 

各
種
団
体
等
と
検
討
す
る

今年こそイベントを開催できるのか

地域おこし協力隊の活動の様子

多賀　剛 議員
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毎
号
裏
表
紙
に
掲
載
す

る
「
こ
の
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
特
集
ペ
ー
ジ

で
す
。
今
回
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
新
規
就
農
を
果

た
し
た
雅
楽
川
哲
さ
ん

（
端
村
）
を
取
り
上
げ
ま

す
。
農
業
に
か
け
る
想
い

や
今
後
の
展
望
、
町
に
対

し
て
の
想
い
な
ど
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

雅
楽
川
哲
さ
ん
は
、
西

会
津
町
宝
川
出
身
、
25
歳
。

令
和
２
年
度
に
国
の
農
業

振
興
を
支
援
す
る
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
を
活

用
し
て
、
１
年
間
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

町
の
新
規
就
農
者
を
支
援

す
る
西
会
津
町
新
規
就
農

者
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
て
、
農
業
機

械
等
を
購
入
し
、
令
和
３

年
度
に
法
人
化
も
視
野
に

い
れ
「
雅
楽
川
農
園
」
と

し
て
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
母
方
の
実
家

が
あ
る
端
村
を
拠
点
に
、

上
野
尻
と
縄
沢
に
そ
れ
ぞ

れ
キ
ュ
ウ
リ
と
コ
メ
の
圃

場
を
構
え
て
生
産
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

︱
農
業
を
は
じ
め
る
き
っ

か
け
は
？

前
職
の
頃
、
町
内
で
農

業
を
す
る
先
輩
に
誘
わ

れ
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
自
然
に
囲
ま

れ
た
暮
ら
し
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
農
業
に
対
し
て

は
、
と
て
も
良
い
印
象
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
農
業
に
関
わ
る
よ
う
に

な
り
、
自
然
を
相
手
に
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
や
精
神

的
に
も
楽
に
な
る
感
覚
を

覚
え
、
本
格
的
に
や
ろ
う

と
決
め
ま
し
た
。
就
農
し

た
今
で
も
、
作
業
一
つ
一

つ
が
楽
し
く
、
日
々
農
業

の
こ
と
を
考
え
生
活
し
て

い
ま
す
。

︱
「
や
り
が
い
」
を
感
じ

る
こ
と
は
？

消
費
者
の
方
に
「
美
味

し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
１
番
の
や
り
が

い
で
す
。
私
自
身
、
お
米

や
野
菜
が
大
好
き
な
の
で
、

さ
ら
に
美
味
し
い
も
の
を

作
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
意

気
込
み
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

︱
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
？

今
秋
か
ら
は
、
更
に
圃

場
の
規
模
拡
大
を
目
指
し

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
農
業
者
と

し
て
も
経
営
者
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
自
立
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
農
業
を
は
じ
め
て
感
じ

る
こ
と
は
？

日
々
勉
強
だ
な
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
何
も
わ
か

ら
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
農

業
の
全
て
を
勉
強
し
な
が

ら
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

生
産
し
て
い
ま
す
。
農
業

は
化
学
で
も
あ
る
の
で

日
々
変
化
す
る
気
候
風
土

の
状
態
に
対
し
て
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
研
究

し
て
い
ま
す
。
ま
た
農
業

は
、
地
域
の
支
え
合
い
の

中
で
成
り
立
っ
て
い
る
も

の
と
も
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
周
り
の
農
地

を
管
理
し
て
い
る
地
域
の

方
と
の
関
わ
り
も
農
業
の

醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

︱
農
業
を
通
じ
て
考
え
る

町
へ
の
想
い
は
？

美
味
し
い
コ
メ
や
キ
ュ

ウ
リ
を
生
産
し
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
で
農
業
を

通
じ
て
町
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
続
け
る

こ
と
で
永
く
受
け
継
が
れ

て
き
た
土
地
を
守
る
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。
町
の

課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
鳥

獣
被
害
に
つ
い
て
も
、
猟

銃
免
許
を
取
得
し
、
自
分

た
ち
の
地
域
を
守
れ
る
よ

う
に
働
い
て
い
き
た
い
で

す
。

ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
！！
未
来
の
可
能
性
無
限
大
！！

特 
集
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―工房をオープンしました！
　「やまあみ鞄製作所」で取り組んでいく
ものとして、①住民の方と共に「ものづく
り」を楽しむ鞄工房の運営、②ものづくり
の研究・素材開発、③オリジナル鞄ブラン
ドの設立・運営、④鞄や小物の企画・製造
を行っていきます。特に今年は、害獣の皮
を活用した素材開発に取り組んで行く予定
で、暮らしの中で獲得した素材を活用しな
がら素材や製品につなげていきたいと考え
ています。
―オープン工房の様子
　工房を自由に見ていただきたく「オープ
ン工房」を実施しました。作業の様子や活
動について多くの方に見ていただきまし
た。また、事前に予約されていた方を対象
にレザーワークショップも実施し、革のカ
ードケースなどを手縫いで作成しました。

―住民の皆さんとの関わり
　工房の整備やミシンなどの機材の設置、
製品開発など既に多くの方との関わりが生
まれています。これからも住民の方との繋
がりを大切にしながら、工房運営に取り組
んでいきます。
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本
町
で
は
、
高
齢
者
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
順
調
に
進
み
、
感
染

の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ

ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

若
い
人
の
接
種
も
進
み
、

以
前
の
よ
う
な
日
常
生
活

が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と

を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
医
療
や
感
染
予

防
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に

心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
町
民

の
生
命
と
健
康
、
生
活
を

守
る
た
め
、
活
動
し
て
行

き
ま
す
。

 

伊
藤　

一
男

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
は
、
４
月
16
日
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
体

験
と
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
シ
ス
テ
ム
「
モ
ア
ノ
ー

ト
」
を
用
意
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
各
議
員

が
操
作
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
体
験
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
リ
モ
ー

ト
で
行
い
、
説
明
者
の
富

士
ソ
フ
ト
は
、
液
晶
画
面

上
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
が
他
の
議
会
で
少
し
ず

つ
進
む
中
、
西
会
津
町
議

会
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
か
は
今
後
の
検
討

課
題
と
な
る
。

今回は、前回に引き続き地域おこし協力隊の片岡美菜さんの活動をご紹介します。
先日オープンした「やまあみ鞄製作所」の展望についても語っていただきました。

議
会
の

�

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化


